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基準1 使命・目的等 担当 大学運営協議会、企画運営会議

■自己点検・評価　

Ⅰ．評定

項目
№

使命・目的及び教育目的の設定
① 意味・内容の具体性と明確性

11 ② 簡潔な文章化
③ 個性・特色の明示
④ 変化への対応

使命・目的及び教育目的の反映
① 役員、教職員の理解と支持
② 学内外への周知
③ 中長期的な計画への反映
④ 三つのポリシーへの反映
⑤ 教育研究組織の構成との整合性

Ⅱ．項目ごとの簡潔な説明

①

②
③

④

①

②

12
③

④

⑤

　効果が上がっている事項

11

12

　改善すべき事項

11

12

Ⅳ．根拠資料

項目 根拠
№ 記号
11 ①
11 ②
11 ③
11 ③
11 ③
11 ④
12 ①
12 ①
12 ①
12 ②
12 ②
12 ②
12 ②
12 ③
12 ③
12 ④ 三つのポリシー（2022学生ハンドブック、CAMPUS GUIDE 2022）
12 ⑤ 組織運営規程、教学組織図

びわこ学院大学　中期目標・中期計画（2019～2023年度）

「中期目標・中期計画」の振り返り及び見直しを毎年組織的に行っている。

本学の目的は、学則第1条に規定し、「学生ハンドブック」、「大学ホームペー
ジ」に明示している。理事会や評議員会において、本学の使命、教育目的の取り組
み方針等について毎年報告し、十分な理解と承認が得られている。

「大学ホームページ」「大学案内」「紫野（広報誌）」「学生ハンドブック」等の
印刷物に掲載することにより学内外に周知している。

④外部評価委員及び自己点検・評価委員から三つのポリシーの意見を集約することがで
き、次年度にこの意見を参考に再度見直しを行うこととした。

ホームページ　基本理念と教育目標

CAMPUS GUIDE 2023
広報誌「紫野」14号
2022学生ハンドブック
びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部　中長期ビジョン

中期目標・中期計画（2019～2023年度）
学則
2022学生ハンドブック
ホームページ　基本理念と教育目標
ホームページ　基本理念と教育目標

学則
学則
学則
CAMPUS GUIDE 2022

学科の目的について、学則第1条第2項に平易かつ簡潔に文章化している。
学科が養成する人材像等について、「学則」「大学案内」「大学ホームページ」に
て明示している。

令和4（2022）年度　自己点検・評価シート

根拠資料の名称

評価項目　＜高等教育評価機構の「基準項目」に相当＞
点検項目　＜高等教育評価機構の「評価の視点」に相当＞

12

11

建学の精神を基づいた本学の目的を本学学則第1 条に具体的かつ明確に定めてい
る。

本学の使命や目的等は「中長期ビジョン」「中期目標・中期計画」に反映してい
る。
学科ごとに大学の使命・目的及び教育目的を実現するために三つのポリシーを定
め、教育体制と教育内容の整合を図っている。
機能的かつ効果的な教育が期待しうる適正な教員数を確保し、教育目的の実現にあ
たっている。小規模校の利点を活かした教育効果の高い大学であるための体制を整
備している。

達成
している

達成
している

現状の自己評価

びわこ学院大学
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基準2 学生　（2-1　学生の受入れ） 担当 入試広報委員会

■確認

≪前年度の改善計画(改善計画がある場合のみ）≫

項目№

21

■自己点検・評価　

Ⅰ．評定

項目
№

学生の受入れ
①　

21 ②　
③　

Ⅱ．項目ごとの簡潔な説明
①　

②　

③　

　　効果が上がっている事項

①　APの見直しから3年が経過し、さらに認知されるようになってきた。

　　改善すべき事項

③　入学定員を充足させるため、全学一丸となって取り組む必要がある。

Ⅲ．前年度の改善計画に対する取り組み

■確認欄で記載された内容についての、取り組み状況

Ⅳ．根拠資料

項目 根拠
№ 記号
21 ①
21 ①
21 ①
21 ①
21 ①
21 ②
21 ②
21 ②
21 ③

評価項目　＜高等教育評価機構の「基準項目」に相当＞
点検項目　＜高等教育評価機構の「評価の視点」に相当＞

令和5年度入試の入学定員充足率は大学が77.5％と大きく落ち込む結果となった。総合
型選抜（ＡＯ）の減少が著しく、令和6年度入試に向けて選考方法や日程等に改善が必
要である。

令和4（2022）年度　自己点検・評価シート

改善計画
○スポーツ教育学科の収容定員充足率を高めるための取り組み
　高校生の認知度向上施策
　大学案内の掲載内容の見直し
　インスタグラムを活用した魅力発信

・総合型選抜（AO）の改善
　選考方法と入試日程を一新して実施
・学校推薦型選抜（スポーツ推薦）の改善
　総合型選抜として日程を一新して実施

根拠資料の名称

教育目的を踏まえたアドミッション・ポリシーの策定と周知
アドミッション・ポリシーに沿った入学者受入れの実施とその検証
入学定員に沿った適切な学生受入れ数の維持

【知識・技能】【思考・判断・表現】【関心・意欲・態度】に沿ったAPを策定し、大学
案内パンフレット、学生募集要項、大学ホームページ、オープンキャンパスを中心に周
知を行った。

入学者選抜の面接試験での質問を通し、APに沿った入学者受入れに関する判定を行って
いる。入学後にはGPS-Academic（ベネッセ）を用いた検証も行っている。

概ね達成
している

・高校生の認知度向上施策
滋賀県内に本部のある国公私立大学の連合リーフレットを企画し、県内および隣接県の高
校生、高等学校へ配布。本学独自のダイレクトメールも例年より早期に取り組んだ。
・大学案内の掲載内容の見直し
大学案内制作会社を変更し、掲載内容の見直しを行った。
・インスタグラムを活用した魅力発信
インスタグラムを活用し、課外活動などの取り組みを魅力的に発信した。
・選考方法と入試日程を一新して実施
総合型選抜（AO）は、1次選考、2次選考の2段階受験とし、大学入学者選抜実施要項で定
める期日に則って実施した。それぞれの選考で、入試判定会議および判定教授会にて合格
判定を行った。
・総合型選抜として大学入学者選抜実施要項で定める期日に則って実施
総合型選抜（スポーツ評価）として、大学入学者選抜実施要項で定める期日に則って実施
した。

21

21

21

現状の自己評価

びわこ学院大学・短期大学部　入学試験の組織体制
びわこ学院大学・短期大学部　入試広報委員会規程
入試別　1年次GPA比較、GPS-Academic（ベネッセ）
令和4年度　入試結果

CAMPUS GUIDE　2022
令和4年度（2022）年度入試　学生募集要項
令和4年度（2022）年度入試　総合型選抜（AO）ガイド
ホームページ　入試情報　アドミッション・ポリシー
2022年度入試ダイジェスト

びわこ学院大学
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　教務委員会

　実習・実践支援委員会

■自己点検・評価　

Ⅰ．評定

項目
№

学修支援
① 教員と職員等の協働をはじめとする学修支援体制の整備
② TA（Teaching Assistant）等の活用をはじめとする学修支援の充実

Ⅱ．項目ごとの簡潔な説明

①

②

　　効果が上がっている事項

・
　
・ 学生相談室の内規を策定した。

　　改善すべき事項

Ⅳ．根拠資料

項目 根拠
№ 記号
22 ①
22 ①
22 ②
22 ②
22 ②
22 ②
22 ②
22 ②
22 ②

就学特別支援室、オフィスアワー制度、ＳＡ制度の仕組みが整備されている。欠席
が多い学生を学期始めに把握し、クラス・ゼミ担任が面談している。

オンライン授業の経験から、ポータルサイト、GoogleClassroom、ビデオ会議シス
テムの活用が広がっていることは、学修支援体制の強化の一例と言える。

現状の自己評価

22

22

22

学生カルテを用いた教職員の情報共有、学修の記録を用いたクラス担任の面談実施
など、学修支援体制が構築できている。

22

点検項目　＜高等教育評価機構の「評価の視点」に相当＞

令和3（2021）年度　退学者対策プロジェクト
令和4（2022）年度　学生ハンドブック
令和4（2022）年度　学外実習関連資料

評価項目　＜高等教育評価機構の「基準項目」に相当＞

BIWAGAKUPORTAL　ユーザーガイド
基礎学力等講座日程、ピアノ個人レッスン案内
就学特別支援室規程、学生相談室内規
オフィスアワー日程表
スチューデントアシスタント日程表
欠席の目立つ学生を集計した資料

概ね達成
している

根拠資料の名称

令和4（2022）年度　自己点検・評価シート

担当基準2 学生　（2-2　学修支援）

びわこ学院大学
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基準2 学生　（2-3　キャリア支援） 担当 　キャリア支援委員会

■自己点検・評価　

Ⅰ．評定

項目
№

キャリア支援
23 ①

Ⅱ．項目ごとの簡潔な説明

　　効果が上がっている事項

　　改善すべき事項

Ⅲ．前年度の改善計画に対する取り組み

■確認欄で記載された内容についての、取り組み状況

・OneDayインターンシップの割合が大きいことに対する今後の改善点

・学生が就職サイトからインターンシップ先を選択肢し参加する時の教育的事前指導

・インターンシップの単位化の検討

Ⅳ．根拠資料

項目 根拠
№ 記号
23 令和4年度 就職先一覧

教育課程内外を通じての社会的・職業的自立に関する支援体制の整
備

概ね達成
している

点検項目　＜高等教育評価機構の「評価の視点」に相当＞

令和4（2022）年度　自己点検・評価シート

評価項目　＜高等教育評価機構の「基準項目」に相当＞
現状の自己評価

学内で情報共有・連携を進め、教育課程内外における支援体制を整備している。
23

23

23

根拠資料の名称

①

教員採用試験の合格者数が増加。幼保対策講座の体制整備。
学内合同企業説明会の開催。

→　5日間のプログラム（しがプロインターン）を積極的に案内し、四・短あわせて過去
　　 最多となる20名の学生が参加した。

→　インターンシップ参加前に、キャリア支援センターに報告するようセミナー等で案
　　 内し、対象学生を把握するように努めた。しがプロインターンの参加学生について
　　 は、事前指導が実施されている。

→　三省合意によりインターンシップ（就業体験を伴う5日以上の活動）の定義が定め
　　　られたことに伴い、説明会参加を含めた4日以下の体験プログラムへの積極的な
　　　参加を促している。

びわこ学院大学
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学生　（2-4　学生サービス）

　　　　（2-6　学生の意見・要望への対応）

■自己点検・評価　

Ⅰ．評定

項目
№

学生サービス

① 学生生活の安定のための支援
学生の意見・要望への対応

①

26 ②

③

Ⅱ．項目ごとの簡潔な説明

学生生活の安定のために、支援策の総体的な整備を行う。
部活動等学生の課外活動にかかる支援の充実を図る。

① 各種調査や学長と学生の懇談会等の意見をもとに学修支援の対策を行う。
② カウンセラー配置による相談体制の充実。各種奨学金制度の有効な活用。
③ 各種調査の分析を通して、より一層適切な学修環境を構築していく。

　　効果が上がっている事項

　　改善すべき事項

Ⅳ．根拠資料

項目 根拠
№ 記号

2－4 ➀
2－6 ➀
2－6 ➁
2－6 ➁
2－6 ➁
2－6 ➁
2－6 ➁
2－6 ➂
2－6 ➂

基準2 担当

令和4（2022）年度　自己点検・評価シート

評価項目　＜高等教育評価機構の「基準項目」に相当＞

　学生委員会

現状の自己評価
点検項目　＜高等教育評価機構の「評価の視点」に相当＞

非常勤カウンセラーの配置による相談体制の充実

心身に関する健康相談、経済的支援をはじめとする学生生活に関す
る学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用

学修環境に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用

学修支援に関する学生の意見・要望の把握・分析と検討結果の活用

概ね達成
している

概ね達成
している

26

根拠資料の名称

学生生活アンケート調査結果
令和４年度学長と学生の懇談会（学生の意見概要）
びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部学生相談室内規
令和４年度カウンセリング利用者報告
令和４年度資格取得奨励金の実績
びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部ハラスメント防止について
旧姓及び通称名使用の織扱い等に関する要項
退学者防止対策に関する意見書（答申書）
びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部学生駐車場利用内規

24

24

24

26

24

26

びわこ学院大学
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　総務課

　図書館委員会

　教務委員会

■確認

≪前年度の改善計画(改善計画がある場合のみ）≫

項目№
②
②

■自己点検・評価　

Ⅰ．評定

項目
№

学修環境の整備
①　校地、校舎等の学修環境の整備と適切な運営・管理

25 ②　実習施設、図書館等の有効活用
③　バリアフリーをはじめとする施設・設備の利便性
④　授業を行う学生数の適切な管理

Ⅱ．項目ごとの簡潔な説明

①　

②　

②
②
③　

④　
　　効果が上がっている事項

①　
②
②

　　改善すべき事項

①　
②
②

Ⅲ．前年度の改善計画に対する取り組み

■確認欄で記載された内容についての、取り組み状況

②
②

Ⅳ．根拠資料

項目 根拠
№ 記号
25 ②
25 ②
25 ②
25 ②
25 ②
25 ② 図書館 学外者利用内規

図書館利用の手引き 2022
令和4（2022）年度 図書館利用状況
図書館利用に関するアンケート調査 関係資料
図書館だより（第14号）
図書館通信（№12～№14）

25

 (イ)ICカードリーダーの導入により学生情報の迅速かつ正確な取得が可能となった。

 (イ)授業における学生の取り組みに関する『特別展示』など教員との連携が進んだ。

概ね達成
している

25

25

25

点検項目　＜高等教育評価機構の「評価の視点」に相当＞

令和4（2022）年度　自己点検・評価シート

基準2 担当

評価項目　＜高等教育評価機構の「基準項目」に相当＞

学生　（2-5　学修環境の整備）

25

改善計画
(イ)利用者に対するアナウンス方法（館内掲示のみ）に更なる工夫が必要であった。

(イ)学内者に利用を限定したため学外者対応における問題点等を検証できなかった。

現状の自己評価

根拠資料の名称

校地、校舎及び施設・設備等の学修環境については、それぞれ設置基準を満たして
おり教育目的を達成するための環境は適正に整備し、有効に活用されている。
実習施設、図書館等については、教育目的を達成するための環境が適正に整備さ
れ、それぞれが有効に活用されている。

大学施設全般についてのバリアフリーや建築物の耐震基準などの安全性は確保され
ており、学内LANやIT機器・設備など情報教育基盤も整っている。
クラスに分割等、学修効果を上げるためのきめ細かな指導を可能としている。

 (イ)ラーニングコモンズの利用ルール等について更なる工夫が必要であった。

 (イ)利用を学内者に限定したため学外者対応における問題点等を検証できなかった。

 (イ)個別自習コーナーの設置など学生からの要望に対し適宜対応している。

 (イ)『BIWAGAKU PORTAL』を活用した情報提供など利便性の向上に努めている。

外壁・防水・空調機器は、設置後の経過年数が長い箇所から順次整備している。

避難経路について、手すりの設置等の整備計画の健闘が必要である。

 (イ)利用者へのアナウンス方法として掲示に加え『BIWAGAKU PORTAL』を活用した。
 (イ)新型コロナウイルス感染症対策として、引き続き、利用は学内者に限定した。

びわこ学院大学
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基準3 教育課程　

　（3-1　単位認定、卒業認定、修了認定） 教務委員会
　（3-2　教育課程及び教授方法） ＦＤ委員会
　（3-3　学修成果の点検・評価）

■自己点検・評価　

Ⅰ．評定

項目
№

単位認定、卒業認定、修了認定
①　教育目的を
②　

③　

教育課程及び教授方法
①
②
③　
④
⑤

学修成果の点検・評価
①

33

②

Ⅱ．項目ごとの簡潔な説明

①
②
③

①
②

③
④

⑤
①

②

　　効果が上がっている事項

　　改善すべき事項

ＤＰルーブリックの面談結果の検証

現状の自己評価

教育目的を踏まえたディプロマ・ポリシーの策定と周知

単位認定基準、進級基準、卒業認定基準、修了認定基準等の厳正な
適用

カリキュラム・ポリシーの策定と周知

概ね達成
している

概ね達成
している

カリキュラム・ポリシーとディプロマ・ポリシーとの一貫性
カリキュラム・ポリシーに沿った教育課程の体系的編成
教養教育の実施
教授方法の工夫・開発と効果的な実施

学科別にＣＰを策定し、学生ハンドブック、ホームページ等で周知している。

教育内容・方法及び学修指導等の改善へ向けての学修成果の点検・
評価結果のフィードバック

入学時のアセスメントテストの実施、結果返却、フォローアップ講座の実施、年度
末のＤＰルーブリックを用いた面談、評価結果の共有により、フィードバックも実
施できる仕組みが構築された。

学科別にＤＰを策定し、学生ハンドブック、ホームページ等で周知している。

ＦＤ委員会を中心に、公開授業、各種アンケート、研修等に取り組んでいる。

令和2（2020）年度に卒業研究ルーブリックを作成し、当該ルーブリックに基づく成績評
価を継続して実施されている。

ＤＰの達成度について、卒業時に学生の自己評価の取り組みを実施しているが、Ｄ
Ｐルーブリックを導入し、担当教員との面談を通じて、ＤＰの達成度を確認する取
り組みを開始した。

概ね達成
している

単位認定基準、進級基準、卒業認定基準を定め、周知している。
各種基準の厳正な適用に努めているが、単位認定基準については、成績評価の継続
的な点検が必要である。

ＣＰに沿った教育課程が体系的に編成されている。

成績評価基準の見直し･･･「成績評価」結果を踏まえ、基準の改廃やＧＰＡ制度の見直
しを含めた議論が必要である。

前年度のアセスメントテストデータの有効活用を考えるＦＤ研修会での意見を受けて、
テスト結果の前年度との比較等、その有効活用を継続して検証するため、結果報告会を
7月に実施し、この2年の傾向等を全学的に共有した。

ＣＰは、ＤＰを踏まえ、令和2（2020）年度に検討を重ね、令和3（2021）年度から
変更している。また、カリキュラムマップにおいて、授業科目の対応を示してい
る。

33

31

32

33

令和4（2022）年度　自己点検・評価シート

担当

32

評価項目　＜高等教育評価機構の「基準項目」に相当＞
点検項目　＜高等教育評価機構の「評価の視点」に相当＞

31

31

32

31

三つのポリシーを踏まえた学修成果の点検・評価方法の確立とその
運用

「学問の裾野を広げ、様々な角度から物事を見ることができる能力や自主的、総合
的に考え的確に判断する能力、豊かな人間性を養い、自分の知識や人生を社会との
関係で位置づけることのできる人材を育てる」という教養教育の理念・目的のもと
に適切に実施している。

ディプロマ・ポリシーを踏まえた単位認定基準、進級基準、卒業認
定基準、修了認定基準等の策定と周知

32

33

びわこ学院大学
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Ⅳ．根拠資料

項目 根拠
№ 記号
31 ① ディプロマ・ポリシー（学生ハンドブック2022、ホームページ）
31 ② 学則、授業科目履修及び試験等に関する規程
31 ③ 令和4（2022）年度　秋学期末試験要項
32 ① カリキュラム・ポリシー（学生ハンドブック2022、ホームページ）
32 ②③④ 科目配置表、カリキュラムマップ・カリキュラムツリー・ナンバリング
32 ⑤ 令和4（2022）年度　ＦＤ研修会概要
32 ⑤ 令和4（2022）年度　公開授業参加報告書
32 ⑤ 令和4（2022）年度　シラバス作成要領、入力例
33 ① ディプロマ・ポリシールーブリック、卒業研究ルーブリック
33 ① 卒業時アンケート　集計結果
33 ② GPS-Academic　全体結果報告会関連資料
33 ①② 学修の記録
33 ② 令和4（2022）年度　学修成果（DP）の評価報告書

根拠資料の名称

びわこ学院大学
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基準4 担当 学長

■自己点検・評価　

Ⅰ．評定

項目
№

教学マネジメントの機能性
①

41

②

③

Ⅱ．項目ごとの簡潔な説明

①

②

③

　　効果が上がっている事項

41

　　改善すべき事項

41

Ⅳ．根拠資料

項目 根拠
№ 記号
41 ① 理事会業務委任規則
41 ①② 組織運営規程
41 ①② 大学運営協議会規程
41 ①② 教授会規程
41 ①② 企画運営会議規程
41 ③ 事務組織規程
41 ③ スタッフ会議設置要綱

根拠資料の名称

点検項目　＜高等教育評価機構の「評価の視点」に相当＞

41

大学の意思決定と教学マネジメントにおける学長の適切なリーダー
シップの確立・発揮
権限の適切な分散と責任の明確化に配慮した教学マネジメントの構
築
職員の配置と役割の明確化などによる教学マネジメントの機能性

学長は企画運営会議と教授会を招集し、意思決定および教学マネジメントにおい
て、適切にリーダーシップを発揮している。
組織運営規程において、各委員長等の権限と責任を明確に示し、教学マネジメント
を構築し、有効に機能させている。
事務組織規程において、各部署の業務と権限及び責任を定め、職員を適切に配置し
ている。課長級以上の職員は、各委員会において委員を担うなど、教職協働による
大学運営を機能的に行っている。

達成
している

現状の自己評価

令和4（2022）年度　自己点検・評価シート

評価項目　＜高等教育評価機構の「基準項目」に相当＞

教員・職員　（4-1　教学マネジメントの機能性）

びわこ学院大学
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基準4 担当 FD委員会

■自己点検・評価　

Ⅰ．評定

項目
№

教員の配置・職能開発等
①

42

②

Ⅱ．項目ごとの簡潔な説明

①

②

　効果が上がっている事項

　改善すべき事項

公開授業の低調な参加率、参加者の固定化（マンネリ化）

Ⅳ．根拠資料

項目 根拠
№ 記号
42 ① びわこ学院大学教員選考規程
42 ② 令和4（2022）年度　授業評価アンケート集計結果
42 ② 「授業改善アンケート」教員向け事後アンケート集計結果
42 ② 令和4（2022）年度　FD研修会概要
42 ② 令和4（2022）年度　公開授業参加報告書

根拠資料の名称

評価項目　＜高等教育評価機構の「基準項目」に相当＞
点検項目　＜高等教育評価機構の「評価の視点」に相当＞

令和4（2022）年度　自己点検・評価シート

教員・職員　（4-2　教員の配置・職能開発等）

教育目的及び教育課程に即した教員の採用・昇任等による教員の確
保と配置
FD(Faculty Development)をはじめとする教育内容・方法等の改善
の工夫・開発と効果的な実施

42

現状の自己評価

認証評価で優れた取り組みとされた「授業改善アンケート」について、アンケート結果
を授業担当者だけでなく全学的に共有するための新たな取り組みを開始し、継続してい
る。

42

42

概ね達成
している

設置基準、各種免許・資格関係の認定基準などで規定する必要専任教員数を確保
し、適切に配置している。

FD委員会を中心に、教員の資質・能力向上のため、 FD研修会や公開授業、各種ア
ンケート等を実施している。

びわこ学院大学
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基準4 担当 SD委員会

■確認

≪前年度の改善計画(改善計画がある場合のみ）≫

項目№

43 日常業務時にオンライン研修を受講する場合、別室が必要である。

■自己点検・評価　

Ⅰ．評定

項目
№

職員の研修
43 ①　SD(Staff Development)をはじめとする大学運営に関わる職員の

　　資質・能力向上への取組み

Ⅱ．項目ごとの簡潔な説明

43 ①　

　効果が上がっている事項

43 ZOOMによるオンライン研修に慣れ今後の参加者の増加が見込める。
　改善すべき事項

43

Ⅲ．前年度の改善計画に対する取り組み

■確認欄で記載された内容についての、取り組み状況

Ⅳ．根拠資料

項目 根拠
№ 記号

事務職員研修参加一覧

点検項目　＜高等教育評価機構の「評価の視点」に相当＞

根拠資料の名称

令和4（2022）年度　自己点検・評価シート

教員・職員　（4-3　職員の研修）

改善計画

評価項目　＜高等教育評価機構の「基準項目」に相当＞

全体研修を実施し、研修内容を活かした次年度の計画をSD委員会で協議し決定する
ことができた。

概ね達成
している

4－3 非常勤講師室や空き部屋を利用したが、専用部屋の確保が必要である。

現状の自己評価

びわこ学院大学
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基準4 担当 地域・産学連携研究支援委員会

■確認

≪前年度の改善計画(改善計画がある場合のみ）≫

項目№

44 科研費の獲得に向けた研修内容を充実させる

■自己点検・評価　

Ⅰ．評定
項目
№

研究支援
44 ① 研究環境の整備と適切な運営・管理

② 研究倫理の確立と厳正な運用
③ 研究活動への資源の配分

Ⅱ．項目ごとの簡潔な説明

①　ネットワーク環境など研究に必要な設備の充実と規程の整備を行う。
44 ②　コンプライアンス研修や啓発活動を実施し、研究倫理を全教職員に浸透させる。

③　科研費獲得に向けた研修会や外部資金の情報提供を実施する。
　効果が上がっている事項

44 全教職員に向けたコンプライアンス研修の定着
　改善すべき事項

44 　③　科研費の獲得にむけた研修内容の充実

Ⅲ．前年度の改善計画に対する取り組み

■確認欄で記載された内容についての、取り組み状況

科研費の獲得に向けた研修内容を充実させるために、学長及び採択者の経験に基づく
貴重な講話を拝聴する機会を設けた。全教員にとって、非常に有益な学習会となった。

Ⅳ．根拠資料

項目 根拠
№ 記号
44 ①
44 ①
44 ②
44 ②
44 ②
44 ②
44 ②
44 ③
44 ③
44 ③

令和４(2022)年度外部研究費補助金等の不正防止についての啓発活動の案内
令和４(2022)年度科研費説明会案内
シラバス　「スタディスキルズ」、「リテラシー入門」
びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部外部研究費補助金取扱規程

びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部教員研究に関する内規
びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部「人を対象とする研究」倫理ガイドライン

びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部研究活動の不正行為の防止に関する規程

令和3（2021)年度コンプライアンス研修会案内
びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部「誓約書」

令和4（2022）年度　自己点検・評価シート

教員・職員　（4-4　研究支援）

改善計画

びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部専任教育職員勤務規程

概ね達成
している

評価項目　＜高等教育評価機構の「基準項目」に相当＞
点検項目　＜高等教育評価機構の「評価の視点」に相当＞

根拠資料の名称

現状の自己評価

びわこ学院大学
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基準5 経営・管理と財務　
　（5-1　経営の規律と誠実性）
　（5-2　理事会の機能） 法人
　（5-3　管理運営の円滑化と相互チェック）
　（5-4　財務基盤と収支）
　（5-5　会計）

■自己点検・評価　

Ⅰ．評定

項目
№

経営の規律と誠実性
①　経営の規律と誠実性の維持
②　使命・目的の実現への使命・目的の実現への継続的努力
③　環境保全、人権、安全への配慮

理事会の機能
52 ①　使命・目的の

管理運営の円滑化と相互チェック
53 ①　法人及び大学の各管理運営機関の意思決定の円滑化

②　法人及び大学の各管理運営機関の相互チェックの機能性
財務基盤と収支

54 ①　中長期的な計画に基づ中長期的な計画に基づく適切な財務運営の確立
②　安定した財務基盤の確立と収支バランスの確保

会計
55 ①　会計会計処理の適正な実施

②　会計会計監査の体制整備と厳正な実施

Ⅱ．項目ごとの簡潔な説明

①

②

③

52

①

①

②

①

②

①

②

令和4（2022）年度　自己点検・評価シート

担当

53

本学では、環境への配慮、人権意識の徹底、防災意識の高揚など地域の行政機関等
との連携を密にしながら組織的に取り組んでいる。

学校法人滋賀学園寄附行為において、「理事会」を本学の最高意思決定機関と位置
付け、使命・目的の達成に向けて意思決定を迅速に行える体制を整備している。理
事、監事及び評議員等の構成は適正で、職務は的確に執行しており、その機能性も
確保されている。

法人と大学の責任者で構成される「大学運営協議会」や法人と事務部門の課長以上
で構成する「スタッフ会議」において、法人と大学の意見交換や情報の共有を図っ
ているほか、理事会や評議員会に学長が理事、評議員として出席し、法人と大学の
意思決定を円滑に進める体制を整備している。

法人及び大学間相互のチェック体制は有効に機能するとともに、監事及び評議員の
職務・使命も法令および寄附行為に則り適正に執行されている。

使命・目的の達成に向けて意思決定ができる体制の整備とその機能
性

本学園では、教育基本法及び学校教育法の遵守はもとより、各法令に準拠した規律
ある管理運営を行っている。建学の精神や寄附行為に則って関係規程を整備してお
り、学園関係者は協働しながら法規範に準拠して業務を誠実に行っている。

大学運営に関わる主要事項については、企画運営会議や教授会等に諮る前に、「大
学運営協議会」において協議し意見調整が図られており、使命・目的の推進態勢は
整っている。

評価項目　＜高等教育評価機構の「基準項目」に相当＞

51
達成

している

達成
している

現状の自己評価

55

54

点検項目　＜高等教育評価機構の「評価の視点」に相当＞

51

学園全体の財務運営にあたっては、収支の均衡に配意しながら教育研究内容を向上
させることに重点を置き、学校ごとに積み上げた概算要求をもとに予算を編成して
いる。教育研究目的を達成するための運営資金については、学納金や補助金収入、
事業収入を財源としているが、外部資金の確保にも重点を置き、学納金収入以外に
おいても収入増加を図っている。
会計処理は、「学校法人会計基準」及び「経理規程」に準拠して、法人本部及び各
学校の総務部門において適正に処理している。

会計監査について、私立学校振興助成法第14条第3項に基づく会計監査人の監査と
法人役員の監事による監査を実施している。

達成
している

概ね達成
している

達成
している

「学校法人滋賀学園 中期計画」に基づき令和元（2019）年度から5ヶ年の財務計画
表を策定するとともに、3大支出比率である人件費比率・教育研究費比率・管理経
費比率の目標値を定めた。目標値及び前年度決算に伴う財務比率については、理事
会にて報告し、進捗管理している。

びわこ学院大学
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　　効果が上がっている事項

・

　　改善すべき事項

Ⅳ．根拠資料

項目 根拠
№ 記号

5－1 ①
5－1 ①
5－1 ②
5－1 ③
5－1 ③
5－1 ③
5－1 ③
5－1 ③
5－2 ①
5－2 ①
5－2 ①
5－3 ①
5－3 ①
5－3 ①
5－3 ①
5－3 ①
5－3 ②
5－3 ②
5－4 ①
5－4 ①
5－5 ①
5－5 ②

53

54

51

52

理事、評議員だけでなく、監事についても理事会の資料および意見書を事前に郵送
し、当日だけでなく、事前に意見を募ることとしている。

55

51

52

53

54

55

根拠資料の名称

学校法人滋賀学園　寄附行為
学校法人滋賀学園　建学の精神
びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部　大学運営協議会規程

学校法人滋賀学園　中期計画
令和5（2023）年度　予算編成方針の通達
学校法人滋賀学園　経理規程
監事監査報告書

学校法人滋賀学園　寄附行為

学校法人滋賀学園　理事会業務委任規則

学校法人滋賀学園　理事会会議規則
学校法人滋賀学園　理事会業務委任規則
びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部　大学運営協議会規程
びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部　スタッフ会議設置要綱
学校法人滋賀学園　理事会会議規則

びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部　危機管理対応要項
学校法人滋賀学園　寄附行為
学校法人滋賀学園　理事会会議規則
学校法人滋賀学園　理事会業務委任規則

びわこ学院大学　人権教育推進委員会規程
令和4（2022）年度　避難訓練実施要項
びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部　危機管理規程

省エネ対策掲示

びわこ学院大学
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基準6 内部質保証

　（6-1　内部質保証の組織体制） 各学科
　（6-2　教育課程及び教授方法） 自己点検・評価委員会
　（6-3　学修成果の点検・評価）

■自己点検・評価　

Ⅰ．評定

項目
№

内部質保証の組織体制
①　内部質保証のための組織の整備、責任体制の確立

内部質保証のための自己点検・評価
①　内部質保証のための自主的・自律的な自己点検・評価の実施と
　　その結果の共有
②　IR(Institutional Research)などを活用した十分な調査・データの
　　収集と分析

内部質保証の機能性
①　内部質保証のための学部、学科、研究科等と大学全体のPDCA
　　サイクルの仕組みの確立とその機能性

Ⅱ．項目ごとの簡潔な説明

61
①

①

63 ① 内部質保証の方針に則り、各委員会、各部局レベルで実施している。
　　効果が上がっている事項

61 内部質保証の実効性を高める責任体制が構築されている。
① 令和2年度より外部評価委員会を設置し、今年度も開催した。

　　改善すべき事項

Ⅳ．根拠資料

項目 根拠
№ 記号

61 ①

61 ①
61 ①
62 ①
62 ①
62 ②
63 ①
63 ①
63 ①

現状の自己評価

令和4（2022）年度　自己点検・評価シート

62

63

担当

61

評価項目　＜高等教育評価機構の「基準項目」に相当＞
点検項目　＜高等教育評価機構の「評価の視点」に相当＞

概ね達成
している

概ね達成
している

概ね達成
している

62

教授会の下に「自己点検・評価委員会」を設置し、内部質保証のための組織等、責
任体制は確立している。

「中期目標・中期計画（ 2019～2023 年度）」に基づき、自律的な評価を実施して

62

63
内部質保証のための方針の明示と、年次計画との関係との精査により、課題発見に
役立った。

①

びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部　IR情報保護管理規則

びわこ学院大学　自己点検・評価委員会規程
びわこ学院大学　組織図
びわこ学院大学　中期目標・中期計画（2019～2023年度）
教育福祉学部　中期目標・中期計画（2019～2023年度）

61

62

63

根拠資料の名称

びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部　内部質保証の方針、内部質保証の責
任・役割（イメージ）

改選等構成員の部署変更による影響を受けぬよう、個々の構成員の質保証への留
意。
専任教職員の補充等、データの計画的・継続的な精査、効果的な活用。

課題の優先順位を精査し、ルーブリック評価から、教育の質的改善を図る。

内部質保証の方針、内部質保証の責任・役割（イメージ）
卒業研究ルーブリック
ディプロマ・ポリシー対応ルーブリック

びわこ学院大学
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【教育福祉学的

視点に基づく教育

体制を構築・探求

する。】

教育福祉学的実践

・教育福祉学的視点に

基づくカリキュラムの編成

と実践

【各種審議会、委

員会、プロジェク

トへ参画すること

により、地域連

携・貢献を図る。】

各種審議会・委員会・プ

ロジェクトへの参画

・地域における各種審議

会委員会に積極的に参

画し大学の資源を活用

し地域貢献を⾏う。

地域の各種審議会，委員

会等への参画のためには、教

員自身の意欲や積極的な

⾏動⼒が必要である。体制

づくりとしては、欠課となった

授業の補講日のゆとりある設

定やそれに関係する条件を

整備していく。

・県、各市町の各種審議会、委員会、プロジェ

クト会議、さらには各校園への研修講師として

多くの教員が招聘されて参加をしてきた。また、

地域との連携を推進するために「大学地域連

携課題解決支援事業（環びわ）」に参画し

た教員がいたり、個々で地域とつながりを持って

取り組んでいる状況は続いている。

・欠課を避けるために、各教員の研修日を中

心に設定されており、補講日の対応でやりくり

ができている。

【地域課題の研

究に参画すること

により、地域の課

題解決に貢献す

る。】

地域に根差した研究と

教育の推進

・大学として積極的に地

域連携に取り組む。

・学生教育で地域に学び

地域に貢献する授業を

継続的に実施する。

・共同研究の具体化を踏まえて

大きな経費が認められる科研

費種目への応募に繋いでいく。

・地域の課題、新しい教育課

題など、これまでにない新たな教

育課題に取り組むため，大学

としての広報や協⼒体制、さら

には予算措置を検討する。

・科研費獲得のために研修会が開催された。

・引き続き「近江鉄道の活用による地域活性

化」の取組をはじめ、コロナ禍の中ではあるが専

門性を生かした各教員の取組が進められてい

る。

・地域の子どもを対象とした運動会や、コロナに

おける地域の課題に取り組んでいる。また、地

域という意味では、保育園等の虐待問題がメ

ディア等で取り上げられるなか、東近江市内の

園⻑会等で、教員による研修が複数⾏われて

いることも、貢献に値するところである。

実施状況・評価

教育福祉学部　　　2022年度総括

・学部共通科目の「教育福祉

学」「インクルーシブ教育と社

会」の推進と教育福祉学的視

点に基づく教育内容の検討を

継続する。

・教職を目指す学生には当該

の教員免許状取得のための積

極的支援もちろんのこと、学校

現場で必要とされる特別支援

教育の専門性を高め、資質能

⼒を⾼めることができる機会を

提供していく。

・教育学と福祉学の両視点を持った人格の形

成を図るために、学部共通科目である「教育

福祉学」「インクルーシブ教育と社会」の授業の

継続を⾏ってきた。「教育と福祉双⽅の視点を

⾝に付けた⼈材育成」のため、1年次「⼦ども

学総論」「⼦ども教育学概論」「⼦ども福祉学

概論」、2年次「教育福祉学」「インクルーシブ

教育と社会」を配置する教育課程（カリキュラ

ム）を整備し全員が履修している。教育と福

祉との相関関係や、教育現場でのつながりが

理解できたと感じられる。

・⼦ども学科２〜４年⽣で特別⽀援学校教

諭免許の志望者が一定人数いており、今後も

この傾向は続くと思われる。

・子ども学科において教員採用試験合格者が

増えている。スポーツ教育学科においても、教

員採用試験の合格までは届かなかったが、保

健体育の教員免許状を取得する下級生が6

名と増加していることは評価できる点である。

・教職を目指す学生には、コロナ禍で実施でき

なかった施設実習のかわりに、特別支援教育

の科目２単位以上の履修を義務づけた。特

別支援学校教員免許の取得希望者以外で

も何らかの福祉科目の受講が増えた。

教育福祉学部（子ども学科・スポーツ教育学科）

2022年度【中期（達成）

目標】

【具体的施策

（取組）】 年次計画

びわこ学院大学
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実施状況・評価

2022年度【中期（達成）

目標】

【具体的施策

（取組）】 年次計画

【入学前からの学

びの連続性を図

り、主体的、意欲

的に深く学ぶ学生

を育てる。】

・スタディスキルズ、キャリ

アデザイン(授業）

・スタディースキル、キャリアデザイ

ンの授業の充実により、学生の

学びの方法、生き方などの深化

を図る。

・⾃分の将来を⾒据え、学⽣が

主体的、意欲的にこれらの授

業に取り組めるよう，社会貢

献、継続可能をキーワードに改

善を図っていく。

・基礎学⼒養成講座

（東アカ）

・東アカ講座の出席率の向上を

図るために、クラスやゼミとの連

携の在り方を検討していく。

・東アカの成果の公表を⾏な

う。

・学⼒上位層と下位層

の学生の把握（本学学

⼒検査・ベネッセ検査）

・びわ学キャリア塾である「教師

塾」「福祉塾」「仕事塾」につい

て、実践内容の課題の明確化

を⾏い、内容の充実を図る。

・上位層の意欲を高め就

職意欲と連動させる。

上位群の意欲を失わさないため

には、努⼒の成果発表の機会

を保障したり、就職保障を図る

ため。

・下位層の４年間の学

びを確実にさせ卒業後の

⾒通しを持たせる

・びわ学キャリア塾

クラス活動やゼミ活動では、学

ぶことの面白さ、働くことの意義

などについて考える時間を与え、

振り返る時間を設定する。

【各種講習会に講

師派遣をするなど

積極的な地域貢

献を⾏う。】

・教員免許更新講習を

はじめ各種講習に講師を

派遣し、研修の観点から

地域貢献の意義を明確

にする。

大学教員の使命を鑑み、地域

の学校教員への教育を担う⽴

場としての自覚を持つとともに、

だれもが最少時間から担当する

ことで片寄りなどをなくし、負担

軽減を図る。

コロナによる制限はかなり緩和されるようになっ

てきた。教員の無理のない範囲で地域貢献の

ために実施している。（保育士キャリアアップ研

修）

・コロナの状況は相変わらずの厳しい状況で

あったが、ほぼ対面授業を実施することができ、

学⽣の満⾜度を保つことができた。

・「わくわくフェスタ」を大学祭とは別日に開催し

たにもかかわらず多くの参加者があったこと、子

ども学科の学生が集中してひとつになることがで

き、学生の充実感を味あわせることができた。

・「BGU運動会」「BGUキッズ運動会」を実施

することができ、学⽣の集団意識を⾼め、成就

感、達成感を味あわせることができた。

・びわ学キャリア塾は、昨年度よりも仕事塾につ

いて充実が図られ、企業各社の就職説明会

が学内で実施された。教職免許や資格取得

希望の学生だけでなく、さらなる就職面の支援

を一層進めていく必要がある。

・各クラス、ゼミ活動の中で、活動後の振り返り

を取り⼊れることで⾃⼰評価能⼒を⾼める場

⾯を設定し、今後の⾒通しを持たせる取組が

できつつある。とくに「学修の記録」の活用につ

いては、ルーブリックとの関連からも丁寧に学生

の成⻑や課題をとらえることができていると感じ

る。

びわこ学院大学
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実施状況・評価

2022年度【中期（達成）

目標】

【具体的施策

（取組）】 年次計画

【教育、福祉の広

い分野で社会に

貢献できる人材を

育成する。】

・アクティブラーニングの観

点から教授方法を工夫

開発し効果的に実施す

る。

・内部質保証のための自

主的⾃律的な⾃⼰点検

評価を実施する。

【学生の主体性を

育て、企画⼒・実

践⼒・⼈間⼒の

向上を図る。】

学生の主体性を育てる

教育実践に取り組むなか

で企画⼒・実践⼒・⼈間

⼒の向上を図る。

１、２年⽣全員と３，

４年⽣のＳＡによるわく

わくフェスタの取り組みを

推進する。

【実践的な子ども

理解、現場の実

態、職務内容、適

正などについての

理解を図る。】

・1年⽣から実践的実務

経験

・実習の実施要件として

教育ボランティアの習得

教科教育法、初等教育実習、

養護実習、教育実践演習、保

育実践演習、保育実習指導

などの授業でより専門的、発展

的な学びを通して⼦ども理解や

教育現場の職務内容の理解を

図る。そのためには、１年⽣や

２年⽣からの実習前実習（教

育ボランティア）と専門発展分

野の授業との連携を進めてい

く。

教育実習や看護実習、施設実習などコロナの

影響で今年度も中⽌や延期が⽣じた。そのた

めの代替処置は⾏えたが、教育現場、施設現

場でしか学べないものがあるので、１回生の早

い時期やコロナが治まった時期を⾒計らって適

宜、実習前実習が着実に体験できるように進

めていく必要がある。

・「子ども学基礎演習Ⅰ」「子ども学基礎演習

Ⅱ」の授業を通して、１，２回生の学生は集

団として、主体的また協働的に活動する重要

性を学ぶことができた。企画⼒、対話⼒、実践

⼒が発揮できる場⾯として「わくわくフェスタ」の

取り組みが大きな活動の場となっている。ＳＡ

制度により上位学年と１，２回⽣によるリー

ダーシップ、フォロワーシップのあり方を学んでき

た。

・授業にＡＬを導入することで、学生のコミュニ

ケーション能⼒向上が期待される。

「わくわくフェスタ」を子ども学科の

中核となる事業にするべく、SA

制度や学⽣の⾃主性、実践⼒

の向上を図ることができるような

授業の展開を⾏なう。具体的

には、学生ひとりひとりの資質、

⼒量を⾼めるために、授業にお

ける話合い活動の充実、保育

所や子ども園、小学校を含めた

地域との連携の推進を図る。

教育、福祉の広い分野で社会

に貢献できる人材の育成を進

めるために、魅⼒ある授業づくり

を目指し、効果的な教授法を

各自が実践、研究していく。さら

に、教育実習や教育ボランティ

アのきめ細かな取り組みをさらに

推進する。

ディプロマ・ポリシーを学⽣に意識させていくため

の具体的な取り組みが実施できてきた。面談、

授業、卒論研究などの指導を通してより周知

を進めてきた。

授業の評価アンケートの実施、さらにはその後

の対策を公開することにより、授業法の改善さ

れた実践が推進できている。

学⽣による⾃⼰評価能⼒を⾼めていく必要が

ある。

子ども学科

びわこ学院大学
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実施状況・評価

2022年度【中期（達成）

目標】

【具体的施策

（取組）】 年次計画

【スポーツを通した

生涯教育・社会

教育に貢献す

る。】

学齢児童、障がい児

者、成人・高齢者等を対

象に福祉⾏政や関係団

体等と協⼒しながら継続

的に取り組む。成人・高

齢者の健康づくりにおい

ては、それぞれの測定値

等を提供し、コミュニケー

ションを通しながら取り組

む。

コロナ禍であった前年度までを

踏まえ、各福祉⾏政や各種関

係団体等との連携や協⼒を継

続的に進めながら、ICT等を活

用しながらの企画等についても

積極的に開発し、関係団体・

機関とは情報交換を深めなが

ら、知的財産を共有する。

ICTの十分な活用までとはいかなかったが、地

域、特に東近江市との連携により、BGUキッズ

を例年同様の規模で開催でき、地域貢献につ

ながったと感じる。それにくわえ、コロナ禍で規模

を縮小せざるを得なかったが、地域の高齢者

や、スポーツ関係者とのイベント等、企画的に

は十分に練り上げることができた。

【教育・スポーツ⾏

政・⺠間企業等と

連携し、網羅的学

習環境を整備す

る。】

スポーツ振興所轄課や

スポーツ推進委員への

連携事業企画/提案・

実施

【地域課題解決】

　高齢者健康教室

　親⼦スポーツ交流、⼦

ども体⼒UP教室　等

ICT等も活用しながら、地域の

子どもや障がい者、高齢者等に

向けての企画等を発信し、教

育・スポーツ⾏政・⺠間企業

等、各種ステークホルダーとの関

係や協⼒を推進する。

ここでも、ICTの効果を十分に取り入れられたと

まではいかなかったが、地域の子どもたちや、障

がいを持つ子らへの取り組みができたと思われ

る。

【人間と地域に対

し直接的な関わり

を基本とし、現場

での適切な⾏動

ができる取り組み

を推進する。】

スポーツ少年団、総合

型地域スポーツクラブ

障がい者スポーツ関係

団体、⺠間企業の事

業、イベント企画、実施

【実施プログラム】

各対象体⼒測定

定期、短期スポーツ教室

スポーツイベント　等

直接的・対面的な関りを主にし

ながらも、ICT等を利⽤した現

場への提言や、また現場におい

て指導者としての役割が期待で

きるような人材育成のための企

画等を多面的・積極的に展開

する。

コロナ禍において、野外活動を中心とした積極

的な活動そのものについては、自粛せざるを得

ない面も多々あったが、夏期の野外学習

（キャンプ）や冬期のスキー実習についても、

地元とは違う地域のなかで、どう適切な役割を

担い、その責任を果たせるのか、について学生

を交えながら人材育成をも含めた企画ができた

と思っている。

スポーツ教育学科

びわこ学院大学
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